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ニ
ュ
ー
ス 

全
関
労 

10
・
22
即
位
式
典
反
対 

天
皇
制
賛
美
・
翼
賛
ゆ
る
す
な 

 

９
月
11
日
、
安
倍
再
改
造
内
閣
が
発
足
し
た
。
一
部
マ
ス
コ
ミ
で

は
「
在
庫
一
掃
内
閣
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
が
、
安
倍
首
相
が
改

造
後
の
記
者
会
見
で
「
（
改
憲
を
）
必
ず
や
成
し
遂
げ
る
決
意
だ
」
と

語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
目
的
は
改
憲
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

党
や
内
閣
の
要
職
に
側
近
の
改
憲
推
進
派
を
配
置
し
、
改
憲
に
向
け
た

布
陣
を
敷
い
て
い
る
の
だ
。
先
の
参
院
選
で
、
改
憲
勢
力
が
、
発
議
に

必
要
な
三
分
の
二
を
割
っ
た
が
、
極
右
・
Ｎ
国
党
や
国
民
民
主
党
な
ど

の
一
部
を
巻
き
込
ん
で
の
突
破
を
画
策
し
て
い
る
。 

自
民
党
の
改
憲
四
項
目
案
は
、
①
自
衛
隊
明
記
（
９
条
） 

②
教
育
充

実
（
25
条
） 

③
参
院
「
合
区
」
解
消
（
47
条
） 

④
緊
急
事
態
条

項
新
設
（
73
条
）
で
あ
る
。
中
で
も
①
と
④
は
そ
の
本
丸
だ
。
世
界

有
数
の
軍
事
力
を
持
つ
に
至
っ
た
自
衛
隊
を
「
国
軍
」
と
し
て
確
立
し 

 

安
倍
改
憲
・
戦
争
内
閣
を
打
ち
倒
そ
う 

 

新
天
皇
即
位
国
家
式
典
・
大
嘗
祭
粉
砕
！ 

 

反
戦
・
改
憲
阻
止
！ 

反
天
皇
制
労
働
者
全
国
集
会 

日
時 

10
月
21
日
（
月
）
18
時
半
～ 

 

会
場 

全
水
道
会
館
（
JR
水
道
橋
駅
） 

主
催 

反
戦
反
天
皇
制
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

10/21集会へ 

 



             

             

外
国
派
兵
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
「
非
常
時
（
国
会
の

機
能
不
全
時
）
」
に
内
閣
が
緊
急
政
令
で
法
律
同
様
の
ル
ー
ル
を
定
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
、
内
閣
（
首
相
）
の
独
裁
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

そ
の
狙
い
だ
。 

 

安
倍
政
権
は
10
月
４
日
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
憲
法
審
査
会

を
動
か
し
、
改
憲
発
議
に
打
っ
て
出
よ
う
と
し
て
い
る
。
憲
法
審
査
会

開
催
を
許
さ
ず
、
改
憲
発
議
を
阻
止
し
よ
う
。 

 

「
神
道
儀
式
」
（
宗
教
行
事
）
だ
が
、
「
国
事
行
為
」
（
国
家
行
事
）

と
し
て
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
。
当
日
以
降
「
饗
宴
の
儀
」
（
晩

餐
会
）
も
行
わ
れ
る
。 

 

政
府
は
10
月
22
日
を
５
月
１
日
と
同
様
休
日
と
し
、
「
日
の
丸
」

を
掲
揚
す
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。
「
即
位
礼
正
殿
の
議
」
で
は
１
９

０
を
上
回
る
国
と
国
際
機
関
、
各
界
の
代
表
ら
２
５
０
０
人
を
招
き
、

「
高
御
座
（
た
か
み
く
ら
）
」
に
昇
っ
た
天
皇
が
参
列
者
を
見
下
ろ
す

形
で
即
位
を
宣
言
し
、
安
倍
首
相
が
国
民
を
代
表
し
て
「
祝
意
」
を
述

べ
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
三
唱
す
る
。
ま
さ
に
国
民
が
天
皇
の
下
僕
（
奴

隷
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
儀
式
だ
。
休
日
化
・
「
日
の
丸
」
掲
揚

＝
「
祝
意
」
強
制
を
ゆ
る
す
な
。 

 

10
・
22
天
皇
即
位
式
典
―
「
神
道
儀
式
」
反
対 

 

 

「
祝
意
」
強
制
・
「
日
の
丸
」
掲
揚
反
対 

  

単
一
労
組
協
議
会
は
今
年
５
月
１
日
、
国
際
闘
争
日
・
メ
ー
デ
ー
に

新
天
皇
即
位
日
を
ぶ
つ
け
、
改
元
・
休
日
化
、「
祝
意
」
を
強
制
し
て
き

た
こ
と
に
対
し
、
メ
ー
デ
ー
つ
ぶ
し
を
許
さ
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ
・
職
場

放
棄
で
反
天
皇
制
メ
ー
デ
ー
を
闘
お
う
と
訴
え
た
。 

 

わ
れ
わ
れ
全
関
労
は
「
２
０
１
９
反
天
皇
制
メ
ー
デ
ー
労
働
者
行
動
」

を
呼
び
か
け
、
当
日
、
日
比
谷
の
会
場
に
は
80
名
を
越
え
る
仲
間
が
結

集
し
、
講
演
集
会
と
そ
の
後
の
デ
モ
で
反
天
皇
制
メ
ー
デ
ー
を
闘
っ
た
。 

 

改
憲
攻
撃
と
一
体
に
天
皇
制
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
５
月
１
日
の

天
皇
即
位
式
に
続
い
て
、
５
月
４
日
「
即
位
一
般
参
賀
」
、
10
月
22
日

「
即
位
式
典
」
、
11
月
９
日
「
即
位
奉
祝
国
民
祭
典
」
、
11
月
14-

15

日
「
大
嘗
祭
」
と
立
て
続
け
に
代
替
わ
り
儀
式
が
行
わ
れ
る
。 

 

10
・
22
「
即
位
式
典
」
で
は
、
「
即
位
礼
正
殿
の
議
」
、
「
祝
賀
御

列
の
議
」
が
行
わ
れ
る
。
前
者
は
新
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
を
国
の
内

外
に
宣
言
す
る
も
の
で
、
後
者
は
「
祝
賀
パ
レ
ー
ド
」
だ
。
い
ず
れ
も 

 

11
・
９
「
国
民
祭
典
」
へ
の
動
員
ゆ
る
す
な 

 

「
連
合
」
の
天
皇
制
翼
賛
弾
劾 

 
 

11
月
９
日
「
即
位
奉
祝
国
民
祭
典
」
が
皇
居
前
広
場
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
「
祭
典
」
で
、
来
年
の
大
晦
日
を
最
後
に
活
動
休
止
を
発
表
し
て

い
る
人
気
グ
ル
ー
プ
「
嵐
」
が
「
奉
祝
ラ
イ
ブ
」
を
行
う
予
定
だ
。
人

気
グ
ル
ー
プ
を
出
演
さ
せ
る
こ
と
で
、
若
者
た
ち
を
「
祝
賀
」
に
動
員

し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
す
で
に
前
天
皇
（
現
上
皇
）
ア
キ
ヒ
ト
の
即
位

10
年
祭
典
で
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
、
即
位
20
年
祭
典
で
は
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
、
そ
し
て
今
年
２
月
の
即
位
30
年
で
は
三
浦
大
知
を
出
演
さ
せ
て
い

る
。
即
位
20
年
祭
典
の
際
、
天
皇
・
皇
后
は
二
重
橋
に
提
灯
を
も
っ
て

立
ち
「
奉
祝
」
に
応
え
て
い
る
。
夥
し
い
数
の
提
灯
と
「
日
の
丸
」
に

よ
る
「
奉
祝
国
民
祭
典
」
が
演
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 



             

             

 
と
こ
ろ
で
、
主
催
者
の
「
祝
意
奉
祝
委
員
会
」
（
名
誉
会
長
：
中
西

経
団
連
会
長
）
の
代
表
世
話
人
に
「
連
合
」
の
神
津
里
季
生
会
長
も
名

を
連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
香
津
は
即
位
30
年
奉
祝
委
員
会
設
立
総
会

の
席
上
、
園
遊
会
に
お
い
て
天
皇
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ

「
尊
崇
の
念
を
ひ
た
す
ら
熱
く
す
る
と
こ
ろ
」
と
述
べ
、
天
皇
（
制
）

へ
の
隷
従
振
り
を
臆
面
な
く
露
わ
に
し
て
い
る
。
資
本
・
国
家
と
闘
わ

ず
、
天
皇
（
制
）
翼
賛
勢
力
に
な
り
さ
が
っ
て
い
る
「
連
合
」
を
弾
劾

し
よ
う
。 

  

 

単
一
労
組
協
議
会
闘
争
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 

＊
天
皇
即
位
式
典
（
大
嘗
祭
）
反
対
！ 

 

天
皇
制
賛
美
・
翼
賛
許
さ
な
い
！ 

 

職
場
・
地
域
・
教
育
現
場
で
の
「
祝
意
」
強
制
や
め
ろ
！ 

 

「
日
の
丸
」
掲
揚
・
「
万
歳
三
唱
」
反
対
！ 

 

元
号
廃
止
！
使
用
を
強
制
す
る
な
！ 

 

天
皇
制
国
家
に
よ
る
侵
略
戦
争
・
植
民
地
支
配
の 

 

責
任
徹
底
追
及
！
謝
罪
と
賠
償
を
行
え
！ 

 

 

人
民
主
権
を
否
定
し
、
差
別
・
排
外
主
義
を
生
み
出
す 

 

天
皇
制
を
廃
止
し
よ
う
！ 

＊
労
働
時
間
短
縮
を
闘
い
と
ろ
う
！ 

 

非
人
間
的
過
酷
労
倫
を
追
放
し
よ
う
！ 

 

 

「
８
時
間
労
働
制
」
の
再
確
立
を
！
「
過
労
死
残
業
容
認
・ 

 

新
36
協
定
」
撤
廃
！
労
基
法
36
条
を
廃
止
し
よ
う
！ 

 

 

労
災
・
職
業
病
の
発
生
責
任
追
及
し
、
根
絶
を
！ 

 

職
場
・
地
域
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
根
絶
す
る
ぞ
！ 

＊
全
国
一
律
最
貸
・
時
給
１
５
０
０
円
を
か
ち
と
ろ
う
！ 

 

性
別
・
国
籍
・
年
齢
・
地
域
な
ど
、
い
っ
さ
い
の
差
別
な
く 

 

一
律
大
幅
賃
上
げ
を
！ 

＊
非
正
規
差
別
・
女
性
差
別
撤
廃
！ 

 
有
期
雇
用
・
派
遣
労
働
の
廃
止
を
！ 

＊
技
能
実
習
制
度
撤
廃
！
外
国
人
労
働
者
へ
の
一
切
の 

 

差
別
許
さ
な
い
！ 

入
管
体
制
解
体
！ 

 

天
皇
制
廃
止
の
闘
い
を 

10
・
21
集
会
、
10
・
22
行
動
に
結
集
し
よ
う 

 

天
皇
制
は
「
万
民
平
等
」
の
普
遍
的
原
則
に
真
っ
向
か
ら
敵
対
す
る

制
度
だ
。
天
皇
制
を
貫
く
男
系
男
子
に
よ
る
世
襲
制
は
身
分
差
別
、
女

性
差
別
、「
障
害
者
」
差
別
、
民
族
差
別
を
不
断
に
助
長
拡
大
す
る
。 

労
働
者
階
級
が
国
家
や
資
本
家
階
級
と
闘
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら

の
政
治
的
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
と
資
本
家
か
ら
の
自
立
と
解

放
を
か
ち
と
る
こ
と
は
天
皇
を
頂
点
と
し
た
差
別
社
会
の
解
体
抜
き

に
は
果
た
し
え
な
い
。
自
由
と
平
等
な
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め

に
天
皇
制
と
の
闘
い
は
不
可
欠
で
あ
る
。 

改
憲
と
戦
争
の
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
。
天
皇
制
廃
止
の
闘
い
を

強
化
し
よ
う
。 

10
・
21
集
会
、
10
・
22
デ
モ
に
結
集
し
よ
う
。 

 



                         

                          

 

★
10
／
20
反
天
皇
制
・
反
戦
・
改
憲
阻
止
行
動 

日
時 

10
月
20
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
～ 

会
場 

千
駄
ヶ
谷
区
民
会
館 

第
一
会
議
室 

講
演 

「
共
産
主
義
と
天
皇
制
」 

講
師 

伊
藤
晃
さ
ん
（
日
本
近
代
史
研
究
者
） 

資
料
代 

５
０
０
円 

主
催 

同
行
動 

 

★
天
皇
制
廃
止
に
向
け
た
10
・
21
集
会 

日
時 

10
月
21
日
（
月
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

会
場 

南
大
塚
地
域
文
化
創
造
館
第
一
会
議
室 

問
題
提
起 

今
な
ぜ
天
皇
制
廃
止
を
言
う
の
か 

 
 
 
 
 

日
本
人
に
と
っ
て
の
ア
イ
ヌ
民
族
遺
骨
問
題 

 
 
 
 
 

天
皇
制
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
歴
史
と
現
在 

資
料
代 

５
０
０
円 

主
催 

労
働
者
共
闘 

労
働
運
動
活
動
者
評
議
会 

 

 
★
10
・
22
天
皇
即
位
式
反
対
デ
モ 

日
時 

10
月
22
日
（
火
） 

13
時
開
場 

15
時
デ
モ
出
発 

会
場 
ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
地
下
ホ
ー
ル 

主
催 

お
わ
て
ん
ね
っ
と 

 
 

解
雇
自
由
法
制
化
を
阻
止
し
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金
銭
解
決
制
度
は
政
府
の
規
制
改
革
会
議
が
「
規
制
改
革
に
関
す

る
第
三
次
答
申
」
の
中
で
導
入
を
明
記
し
た
。
裁
判
で
解
雇
が
無
効
と

判
断
さ
れ
て
も
金
を
払
え
ば
労
働
者
を
職
場
か
ら
排
除
で
き
る
と
い

う
も
の
で
、
独
占
資
本
の
意
向
を
受
け
て
産
業
競
争
力
会
議
な
ど
も
以

前
か
ら
主
張
し
て
き
た
も
の
だ
。 

厚
労
省
は
こ
の
報
告
を
受
け
て
「
透
明
か
つ
公
正
な
労
働
紛
争
解
決

シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
同
検
討
会
は
「
解

雇
の
金
銭
解
決
制
度
」
に
つ
い
て
一
昨
年
（
２
０
１
７
年
）
５
月
、
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
報
告
書
は
検
討
会
全
体
の
合
意
が
得
ら
れ

ず
賛
成
、
反
対
の
両
論
併
記
の
報
告
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た

め
、
御
用
学
者
に
よ
る
検
討
会
を
作
り
、
来
年
（
２
０
２
０
年
）
の
制

度
化
を
目
指
し
て
い
る
。
同
検
討
会
で
は
「
解
決
金
」
で
は
な
く
、

労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
「
解
消
金
」
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
。
対
象
を
す
べ
て
の
解
雇
・
雇
止
め
に
す

る
の
か
否
か
、
「
解
消
金
」
の
位
置
づ
け
、
「
解
消
金
」
の
算

定
方
法
、
権
利
行
使
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
こ
の
検
討
会
は
解
雇
に
関
す
る
労
使
紛
争
を
い
か
に
使

用
者
側
に
有
利
に
収
拾
す
る
か
の
観
点
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
金

銭
解
決
制
度
は
解
雇
自
由
の
本
丸
と
も
い
え
る
も
の
だ
が
、
既
に
解

雇
・
賃
金
切
り
下
げ
の
和
解
の
９
割
以
上
が
金
銭
解
決
で
実
態
は
先
行

し
て
い
る
。
労
働
者
の
職
場
闘
争
を
封
じ
込
め
首
を
金
で
買
い
取
る
制

度
な
ど
絶
対
に
作
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
解
雇
自
由
法
制
化
を
断
固
阻

止
し
よ
う
。 

 

反
天
皇
制
集
会
・
行
動
の
案
内 


